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広報あぐい　２００５年４月１５日号

　

我
が
国
経
済
は
、
国
の
構
造
改
革
が
進

め
ら
れ
る
中
で
、
民
間
需
要
主
導
に
よ
り

景
気
回
復
の
裾
野
を
広
げ
、
長
期
停
滞
を

脱
却
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

地
域
ご
と
の
回
復
動
向
に
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
中
小
企
業
の
状
況
は
依
然
と
し
て
緩

や
か
な
デ
フ
レ
状
況
の
も
と
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
克
服
へ
の
取

り
組
み
が
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
行
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
国
・
地
方
と
も
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
政
府
は
、「
経
済
財
政

運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二

〇
〇
四
」
を
昨
年
六
月
に
閣
議
決
定
し
、

「
官
か
ら
民
へ
」、「
国
か
ら
地
方
へ
」
と

い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
改
革
に
つ
い
て
、
よ

り
本
格
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
平
成
十

七
年
度
・
十
八
年
度
を
「
重
点
強
化
期
間
」

と
位
置
づ
け
、
新
た
な
成
長
に
向
け
た
基

盤
強
化
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方

で
」
の
原
則
の
も
と
、
補
助
金
改
革
、
税

源
移
譲
、
さ
ら
に
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

「
自
立
支
援
型
」
の
改
革
を
目
指
し
て
平

成
十
六
年
度
か
ら
十
八
年
度
に
わ
た
り

「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
方
財
政
環
境
は
一
段
と
厳
し

さ
を
増
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
、
平
成
十

七
年
度
の
本
町
の
一
般
会
計
予
算
は
昨
年

度
と
比
較
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
４
・
３
（
９

５
・
７
）
パ
ー
セ
ン
ト
の
六
十
六
億
六
百

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
六

十
九
億
円
の
予
算
に
は
町
民
税
減
税
補
て

ん
債
の
借
り
替
え
予
算
五
億
二
千
九
百
三

十
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
た
た
め
、
実
質

予
算
の
比
較
を
す
る
と
昨
年
度
比
は
３
・

７
（
１
０
３
・
７
）
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
予

算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
予
算
は
、
こ
の
ほ
ど
策

定
し
ま
し
た
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
に

沿
っ
た
初
年
度
の
予
算
で
、義
務
的
経
費
・

経
常
的
経
費
が
確
実
に
増
加
し
て
い
く
中

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
節
減
合

理
化
に
努
め
な
が
ら
、
町
発
展
の
た
め
の

社
会
資
本
の
整
備
、
総
合
的
な
福
祉
施
策

の
充
実
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

な
ど
、「
調
和
の
中
で
豊
か
に
実
る
ま
ち
阿

久
比
」
の
実
現
を
目
指
し
、
次
の
と
お
り

重
点
施
策
を
定
め
、
予
算
編
成
を
し
ま
し

た
。

　

以
上
六
項
目
の
重
点
施
策
を
も
と
に
、

均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
福
祉
向
上
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
編
成
し

た
も
の
で
す
。

　

平
成
十
七
年
度
の
各
会
計
予
算
は
、
一

般
会
計
六
十
六
億
六
百
万
円
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
で
十
九
億
四
千
七
百
十
二

万
三
千
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
で
十
六

億
三
百
三
十
五
万
六
千
円
、
土
地
取
得
特

別
会
計
で
七
千
百
二
十
九
万
円
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
で
八
億
三
千
三
百
六
十
二

万
二
千
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は
十
一

億
四
百
八
十
九
万
三
千
円
、
水
道
事
業
会

計
は
支
出
ベ
ー
ス
で
七
億
五
千
八
百
二
十

五
万
三
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
予
算
の
総
額
は
百
二
十
九
億
二
千
四
百

五
十
三
万
七
千
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比

は
１
０
０
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
億
三
百

十
四
万
三
千
円
の
増
額
予
算
で
す
。

　

地
方
自
治
体
は
多
様
化
・
拡
大
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
を
適
確
に
把
握
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
節
減
合
理
化

を
図
り
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め

る
使
命
が
あ
る
と
認
識
い
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
方
行
政
は
、
地
方
分
権
や
市

町
村
合
併
と
い
っ
た
大
き
な
流
れ
の
中
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、

議
員
各
位
の
ご
指
導
と
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
な
が
ら
、

阿
久
比
町
の
発
展
の
た
め
に
最
善
を
尽
く

し
て
山
積
す
る
課
題
に
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
で
阿
久
比
町
が

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
、
議
員
各
位
な
ら
び
に
住
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
魅
力
あ
る
顔
と
丈
夫
な

骨
格
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　

二
つ
目
は
、
快
適
な
暮
ら
し
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

　

三
つ
目
は
、
や
す
ら
ぎ
と
安
心
し
た

暮
ら
し
を
支
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

四
つ
目
は
、
活
力
を
生
み
出
す
ま
ち

づ
く
り

　

五
つ
目
は
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

六
つ
目
は
、
計
画
的
で
高
度
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

三
月
三
日
に
行
わ
れ
た
平
成
十
七
年
阿
久
比
町
議
会
第
一
回
定
例
会
の
冒
頭
で
、

竹
内
啓
二
町
長
は
、
平
成
十
七
年
度
の
町
長
所
信
表
明
を
述
べ
ま
し
た
。（
抜
粋
）

「
調
和
の
中
で
豊
か
に
実
る
ま
ち
阿
久
比
」の

実
現
を
目
指
し
て

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
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１２９億２，４５３万７千円 １２９億２，４５３万７千円 １２９億２，４５３万７千円 

平成１７年度 

防犯・地震対策 
　　　　子育て支援に重点 

総 額 １２９億２，４５３万７千円 

 
 

 
　平成１７年度の町の予算が決まりました。
予算総額は、１２９億２,４５３万７千円です。前年度
に比べ１億３１４万３千円、０.８％の増になりました。
このうち、一般会計は６６億６００万円で、前年度に比
べ２億９，４００万円、４．３％の減となっています。こ
こでは１７年度予算のあらましを紹介します。 

平成１７年度当初予算 平成１７年度当初予算 

●会計別予算
前年比予　算　額会計名

△４．３％６６億６００万円一般会計

６．１％５５億６，０２８万４千円特別会計

１１．２％７億５，８２５万３千円
水道事業会計
（支出ベース）

０．８％１２９億２，４５３万７千円合　計

●特別会計の内訳
前年比予　算　額会計名

６．１％１９億４，７１２万３千円国民健康保険

△２．９％１６億３３５万６千円老人保健

△３．２％７，１２９万円土地取得

△２．１％８億３，３６２万２千円下水道事業

３３．７％１１億４８９万３千円介護保険
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■
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

　

特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
収

入
に
よ
っ
て
特
定
の
支
出
に
充
て
る
な
ど
、

一
般
の
収
入
・
支
出
と
区
別
し
て
別
個
に

経
理
し
ま
す
。
阿
久
比
町
に
は
、
国
民
健

康
保
険
や
下
水
道
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別

会
計
と
、
水
道
事
業
の
企
業
会
計
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
収
入
・

支
出
を
計
上
す
る
の
が
一
般
会
計
で
す
。

■
町　

債

　

町
の
借
金
の
こ
と
で
す
。
家
を
新
築
す

る
た
め
に
住
宅
ロ
ー
ン
で
お
金
を
借
り
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
同
様
に
町

債
は
、
学
校
や
道
路
の
建
設
な
ど
多
額
の

費
用
を
必
要
と
す
る
と
き
、
国
な
ど
か
ら

長
期
に
借
り
入
れ
る
資
金
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

■
公
債
費

　

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
お
金（
町
債
）

の
返
済
に
充
て
る
も
の
で
す
。

■
地
方
交
付
税

　

地
方
公
共
団
体
に
は
、
財
源
の
豊
か
な

と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
が
、
一
定
の
レ
ベ
ル
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
の
財
源
が
足
り
な
い
地
方
公

共
団
体
（
阿
久
比
町
な
ど
）
に
国
が
交
付

す
る
お
金
で
す
。

予 
算 
用 
語 
解 
説 

予 
算 
用 
語 
解 
説 
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広報あぐい　２００５年４月１５日号

平成１７年度当初予算 平成１７年度当初予算 

町債 
３億９，５００万円 
６.０％ 

地方交付税 
４億９，４００万円 
７.５％ 

その他 
９億２，４１３万８千円 

１３.９％ 町税 
３２億７，３４３万３千円 

４９.５％ 

県支出金 
２億９，５８７万１千円 

４.５％ 

国庫支出金 
２億５，６５４万８千円 

３.９％ 

諸収入 
２億６，２０１万円 
４.０％ 

％ 
６８．５ 

３１．５ 

依 存 
財 
源 

％ 

自 
主 

財 

源 

町債 
３億９，５００万円 
６.０％ 

地方交付税 
４億９，４００万円 
７.５％ 

その他 
９億２，４１３万８千円 

１３.９％ 町税 
３２億７，３４３万３千円 

４９.５％ 

繰入金 
７億５００万円 
１０.７％ 

県支出金 
２億９，５８７万１千円 

４.５％ 

歳　入 
（一般会計） 

６６億６００万円 

国庫支出金 
２億５，６５４万８千円 

３.９％ 

諸収入 
２億６，２０１万円 
４.０％ 

６６億 

６００万円 
６９億円 ６９億円 ６８億 

２，５００万円
 

６６億 

６００万円 
６９億円 ６９億円 ６８億 

２，５００万円
 

平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 

●一般会計当初予算額の推移 ●町民１人が負担する税金（町税）

税の種類　　　　　　　負担額　

固定資産税・・・・　６０，４１１円
町民税・・・・・・　５３，７７７円
都市計画税・・・・　　９，６２０円
町たばこ税・・・・　　７，３３３円
軽自動車税・・・・　　１，４８３円
特別土地保有税・・　　　　０円
　合　計　　　　　　１３２，６２４円

※３月１日の人口２４，６８２人
　で計算
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平成１７年度当初予算 平成１７年度当初予算 

民生費 
１７億２，９０８万３千円 

２６.２％ 

公債費 
４億７，４８８万３千円 

７.２％ 

土木費 
８億９，８０２万４千円 

１３.６％ 

総務費 
８億９，２５８万３千円 

１３.５％ 

衛生費 
６億４，７３４万１千円 

９.８％ 

農林水産業費 
４億９，４２１万９千円 

７.５％ 

教育費 
８億９，８６０万１千円 

１３.６％ 
投資的経費 
１３.３％ 

４７．３ 

３９．４ 

％ 

義 
務 
的 

経 

費 

そ 
の 
他 

経 

費 

％ 

民生費 
１７億２，９０８万３千円 

２６.２％ 

公債費 
４億７，４８８万３千円 

７.２％ 

土木費 
８億９，８０２万４千円 

１３.６％ 

総務費 
８億９，２５８万３千円 

１３.５％ 

衛生費 
６億４，７３４万１千円 

９.８％ 

消防費 
３億４，１９０万８千円 

５.２％ 

農林水産業費 
４億９，４２１万９千円 

７.５％ 

その他 
２億２，９３５万８千円 

３.４％ 

教育費 
８億９，８６０万１千円 

１３.６％ 

歳　出 
（一般会計） 

６６億６００万円 

投資的経費 
１３.３％ 

●町民１人に使われるお金（一般会計）
予算項目　　　　　　　　　 予算額

民生費・・・・・・・・・　７０，０５４円
　高齢者や障害者に対する福祉サービスなど

教育費・・・・・・・・・　３６，４０７円
　小中学校・図書館などの教育基盤の整備など

土木費・・・・・・・・・　３６，３８４円
　道路など生活に必要な都市基盤の整備など

総務費・・・・・・・・・　３６，１６３円
　役場の一般的な事務の運営費など

衛生費・・・・・・・・・　２６，２２７円
　町民の健康を守ること、ごみやし尿の処理など

※３月１日の人口２４，６８２人で計算

予算項目　　　　　　　　　 予算額

農林水産業費・・・・・・　２０，０２３円
　農林水産業の振興など

公債費・・・・・・・・・　１９，２４０円
　町債（町の借金）の返済

消防費・・・・・・・・・　１３，８５３円
　消防整備や防災体制の充実など

その他・・・・・・・・・　　９，２９３円

一般会計全体・・・・・・　２６７，６４４円



6
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��������	
��������������

��������	
����������

７，３３７敬老事業

８，６８０在宅介護支援センター管理運営事業

１６，４５３配食サービス事業

１３，００５生きがい活動支援通所事業

４，５２０高齢者健康保持対策事業

９，０７２高齢者タクシー料金助成事業

８２，４９７障害者施設訓練等支援事業

３６，９３４障害者居宅生活支援事業

５８，６６０乳幼児医療費助成事業

３，８６４宮津保育園園舎耐震事業

２２１，９６２民間保育所運営事業

７，７７３放課後児童健全育成事業

民生費 民生費 民生費 

��������	
��������������

４，５００一市町村一国フレンドシップ事業

２，１００ホタル調査研究事業

１９，４６５情報管理事業

１，４４０地方バス路線維持対策費補助事業

７９２放置自動車対策事業

１２，４９７阿久比交番移転事業

１１，０５５国勢調査事務事業

総務費 総務費 総務費 

��������	
��������

３２，１１７予防接種事業

１４，０００住民基本健康診査事業

４６，４９８斎場運営事業（知多中部広域事務組合負担金）

２５，５３０し尿汲み取り処理事業

１２３，９８１ごみ処理事業

７７，６１１ごみ減量化対策事業

１８７，１７６東部知多衛生組合運営事業

衛生費 衛生費 衛生費 

（単位：千円）

医療費の無料化を７月診療分から入・通院とも未就学児までに年齢を拡大します

��������	
�����������

４０，０００勤労者住宅資金預託事業

労働費 労働費 労働費 

高齢者対策を強化します

��������	
��������

５，４２０水田農業構造改革対策事業

２６２，９９８愛知用水二期事業負担金

８７，６１７農業用施設整備事業

農林水産業費 農林水産業費 農林水産業費 
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主な予算の使いみち 主な予算の使いみち 主な予算の使いみち 
（一般会計） （一般会計） 

��������	
���

１１０，３９４道路橋梁維持事業

２３１，１８８道路新設改良事業

１４，０９０交通安全施設整備事業

１６，９５７排水路改良事業

３，０００民間木造住宅耐震診断委託事業

３，０００民間木造住宅耐震改修費補助事業

１９，５１２土地区画整理推進事業

土木費 土木費 土木費 

���������	
���

６，３００愛知万博市町村催事参加事業

５６，２４７商工振興事業

商工費 商工費 商工費 

��������	
���

２８８，４６１消防事業（知多中部広域事務組合負担金）

３，８３２防災マップ作成事業

７，１７７防災対策設備維持管理事業

２，１６８防災対策設備整備事業

消防費 消防費 消防費 

��������	
�������������

��������	
�������

１６，６２４小中学校パソコン教育事業

２１，６５０小学校環境整備事業

９，２３１中学校環境整備事業

１４，２５９公民館整備事業

１２，２７２図書館施設維持管理事業

５，４２６文化財保護事業

３３，１４６ふれあいの森管理事業

２，８３６トレーニングルーム開放事業

４，９８１阿久比スポーツ村施設整備事業

教育費 教育費 教育費 
阿久比スポーツ村のトレーニングルームを町民に開放します

□問い合わせ先
　企画財政課　�（４８）１１１１（内２３２）
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の部分が変更になった機構です。 
庶 務 係  

人事秘書係  

管 財 係  

防 災 係  

交 通 係  

住 民 税 係  

固定資産税係 

徴 収 係  

戸籍住民係  

社会福祉係  

児童福祉係  

国 保 係  

医療年金係  

介護保険係  

保 健 係  

環 境 係  

農 政 係  

商工労政係  

管 理 係  

工 事 係  

計 画 係  

区画整理係  

下水業務係  

下水工務係  

上水業務係  

上水工務係  

出 納 係  

庶 務 係  

学校教育係  

社会教育係  

公 民 館 係  

体 育 係  

給 食 係  

図 書 館 係  

庶務　選挙　庁舎管理　監査 

秘書　人事　給与　研修　表彰 

入札　町有財産管理 

消防　防犯　防災 

交通安全　交通災害共済　放置自動車 

町県民税　軽自動車税　町たばこ税 
臨時運行許可　税務証明 

固定資産税　都市計画税　特別土地保有税 

町税徴収　納税奨励 

戸籍　埋火葬許可　住民基本台帳 
印鑑登録証明　外国人登録 

社会福祉　災害救助　更生保護　住民相談 

児童福祉　保育園 

国民健康保険 

福祉医療　老人保健医療　 国民年金 
町老人福祉年金 

介護保険　老人福祉 

母子・成人・老人保健　献血　感染症予防 
予防接種 
環境衛生　ごみ　し尿処理　狂犬病予防 
公害 
農林　畜産　緑化　農業基盤整備事業 
愛知用水　土地改良団体指導 

商工業　労働　消費者行政 

土木事業の企画調整 

道路　河川　水路　橋梁　災害復旧 
維持補修　交通安全施設 

都市計画　公園　緑地　屋外広告物 
建築確認　開発許可 

土地区画整理 

庶務　財政 

工事　下水道維持管理 

庶務　財政 

給水工事　配水施設の維持管理　水質管理 

町費出納　物品出納　庁内備品管理 

議会　庶務　議事 

庶務 

学校教育 

社会教育　文化財 

公民館 

社会体育 

学校給食 

図書 

総 務 課  

防災交通課  

企画財政課  

税 務 課  

住民福祉課  

保 険 課  

環境衛生課  

産 業 課  

上下水道課  

出 納 室  

事 務 局  

学校教育課  

社会教育課  

学校給食センター 

図 書 館  

総 務 部  

民 生 部  

建 設 部  

事 務 局  

助 役  

収 入 役  

教 育 長  

建 設 課  

町 長  

教育委員会  

町 議 会  

監　　 査　　 委　　 員（総務課） 
選  挙  管  理  委  員  会（総務課） 
農 業 委 員 会  事 務 局（産業課） 
固定資産評価審査委員会（税務課） 

平成１７年４月１日現在 阿久比町行政機構図 

財 政 係  町財政　予算 

企画電算係  企画調整　行政機構　総合計画　広域行政 
国際交流　コミュニティ　電子計算事務 

調査広報係  統計　土地利用　土地開発公社　陳情要望 
広報広聴　町勢要覧 

行政改革で役場の機構が一部変わりました
（各課の主な仕事内容は下記機構図のとおりです）
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四
月
一
日
付
け
で
総
勢
七
十
四
人
の
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
行
政
改
革
に
よ

る
部
課
の
統
廃
合
を
実
施
し
た
た
め
、
昨

年
よ
り
二
十
五
人
多
い
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
係
長
級
以
上
の
職
員
、
新
規
お
よ
び

退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（　
　

）
は
前
職

　

【
教
育
長
】
鳥
居
久
男
（
上
野
中
学
校

長
）

　

【
部
長
級
】
民
生
部
長
（
議
会
事
務
局

長
）
新
美
邦
彦
▽
建
設
部
長
（
水
道
部
長

兼
水
道
課
長
）
安
村
公
見
▽
教
育
次
長
兼

学
校
教
育
課
長
（
企
画
課
長
）
桜
屋
敷
俊

雄
　

【
課
長
級
】
総
務
課
長
（
財
政
課
長
）

間
瀬
富
美
男
▽
企
画
財
政
課
長
（
総
務
課

長
）
間
瀬
政
好
▽
税
務
課
長
（
出
納
室
長
）

竹
内
憲
夫
▽
出
納
室
長
（
総
務
課
課
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
）
中
川
輝
幸
▽
議
会
事
務

局
長（
都
市
計
画
課
長
兼
区
画
整
理
係
長
）

滝
塚
政
明
▽
環
境
衛
生
課
長
（
環
境
衛
生

課
長
兼
保
健
係
長
）
竹
内
規
雄
▽
産
業
課

長
（
産
業
課
長
兼
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
）
服
部
正
一
郎
▽
建
設
課
長
（
土
木
課

長
）
榊
原
照
夫
▽
建
設
課
主
幹
（
愛
知
県
）

鈴
木
克
成
▽
上
下
水
道
課
長
（
下
水
道
課

長
）
池
谷
洋
司
▽
社
会
教
育
課
長
（
社
会

教
育
課
長
兼
ふ
れ
あ
い
の
森
所
長
）
坂
部

文
雄

　

【
課
長
補
佐
級
】
総
務
課
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
（
都
市
計
画
課
計
画
係
長
）
新

海
俊
彦
▽
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
兼
調
査

広
報
係
長
（
企
画
課
調
査
広
報
係
長
）
鈴

村
啓
元
▽
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
社
会

福
祉
係
長
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
戸

籍
住
民
係
長
）
野
沢
清
▽
保
険
課
課
長
補

佐
兼
医
療
年
金
係
長
（
社
会
教
育
課
課
長

補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
）
新
美
清
峰
▽
産

業
課
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
（
図
書
館
課

長
補
佐
兼
副
館
長
）
舟
橋
忠
男

　

【
係
長
級
】
総
務
課
管
財
係
長
（
財
政

課
管
財
係
長
）
石
川
泰
敏
▽
企
画
財
政
課

企
画
電
算
係
長
（
企
画
課
企
画
係
長
兼
電

算
係
長
）
榊
原
敏
彦
▽
企
画
財
政
課
財
政

係
長
（
財
政
課
財
政
係
長
）
新
海
茂
之
▽

企
画
財
政
課
主
査
（
企
画
課
主
査
）
神
谷

直
仁
▽
住
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
長
（
土

木
課
管
理
係
長
）
竹
内
新
策
▽
住
民
福
祉

課
主
査
（
税
務
課
主
査
）
高
橋
亘
▽
住
民

福
祉
課
主
査
（
保
険
課
主
査
）
新
美
利
満

▽
保
険
課
主
査
（
住
民
福
祉
課
主
査
）
遠

藤
法
子
▽
保
険
課
主
査
（
住
民
福
祉
課
主

査
）
鈴
村
剛
正
▽
環
境
衛
生
課
保
健
係
長

（
保
険
課
主
査　

保
健
師
）
鈴
村
み
え
子

▽
環
境
衛
生
課
主
査（
住
民
福
祉
課
主
査
）

瀧
塚
訓
正
▽
建
設
課
工
事
係
長
（
土
木
課

工
事
係
長
兼
維
持
係
長
）
新
海
正
樹
▽
建

設
課
管
理
係
長
（
水
道
課
工
務
係
長
）
宮

崎
剛
典
▽
建
設
課
計
画
係
長
（
学
校
教
育

課
学
校
教
育
係
長
）
岡
戸
盛
安
▽
建
設
課

区
画
整
理
係
長
（
下
水
道
課
工
務
係
長
）

神
野
光
由
▽
建
設
課
主
査（
土
木
課
主
査
）

木
村
俊
一
▽
建
設
課
主
査（
土
木
課
主
査
）

宮
本
英
二
▽
建
設
課
主
査
（
都
市
計
画
課

主
査
）
新
海
和
重
▽
建
設
課
主
査
（
都
市

計
画
課
主
査
）
新
美
清
司
▽
上
下
水
道
課

上
水
業
務
係
長
（
水
道
課
業
務
係
長
）
梛

野
若
光
▽
上
下
水
道
課
上
水
工
務
係
長

（
産
業
課
農
政
係
長
兼
農
地
係
長
）
新
海

幹
雄
▽
上
下
水
道
課
下
水
業
務
係
長
（
下

水
道
課
業
務
係
長
）
新
美
純
一
▽
上
下
水

道
課
下
水
工
務
係
長
（
水
道
課
主
査
）
神

谷
重
則
▽
上
下
水
道
課
主
査
（
産
業
課
主

査
）
新
美
良
幸
▽
上
下
水
道
課
主
査
（
水

道
課
主
査
）
新
美
利
幸
▽
上
下
水
道
課
主

査
（
下
水
道
課
主
査
）
雉
野
義
弘
▽
上
下

水
道
課
主
査
（
下
水
道
課
主
査
）
榊
原
佳

代
子
▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
（
保

険
課
医
療
年
金
係
長
）
戸
松
英
志
▽
社
会

教
育
課
社
会
教
育
係
長
（
住
民
福
祉
課
社

会
福
祉
係
長
）
井
�
和
久

　

【
新　

規
】
税
務
課　

�
須
絵
美
子
▽

英
保
育
園　

関
香
織
▽
城
山
保
育
園　

梶

田
愛
▽
上
下
水
道
課　

山
口
恭
平　

　

【
退　

職
】（
三
月
三
十
一
日
付
け
）総

務
部
付
部
長　

東
部
知
多
衛
生
組
合
派
遣

　

土
井
茂
造
▽
民
生
部
長　

船
津
裕
之
▽

建
設
部
長　

神
谷
孝
治
▽
教
育
次
長
兼
学

校
教
育
課
長　

山
本
武
久
▽
税
務
課
長　

竹
内
寛
司
▽
城
山
保
育
園　

竹
内
早
苗
▽

英
保
育
園　

天
野
千
穂
▽
草
木
保
育
園　

越
智
良
子

【
団　

長
】
榊
原
和
宏

【
副
団
長
】
竹
内
卓
美

▽
第
一
分
団
分
団
長　

新
美
貴
弘　

同
副

分
団
長　

新
美
宏
行
▽
第
二
分
団
分
団
長

新
美
善
弘　

同
副
分
団
長　

渡
邊
哲
大
▽

第
三
分
団
分
団
長　

鬼
頭
伸
彰　

同
副
分

団
長　

竹
内
靖
博
▽
第
四
分
団
分
団
長　

皆
川
光
治　

同
副
分
団
長　

久
野
悦
弘
▽

第
五
分
団
分
団
長　

片
山
健
児　

同
副
分

団
長　

新
美
浩
二

人
事
異
動 

　
部
課
の
統
廃
合
に
よ
り 

　
　
　
　
　
　
総
勢
七
十
四
人
の
異
動 

　教育委員会は、４月１日付けで、
前上野中学校長の鳥居久男氏を教
育長に選任しました。
　鳥居氏は、昭和４２年に教諭にな
り、今年３月上野中学校長を最後
に退職しました。

教
育
長
に

鳥
居
久
男 
氏

　２月１日付けで、英信哉さんが厚生労
働省から民生委員・児童委員に委嘱さ
れました。
　民生委員・児童委員は生活上の問題
や家族の問題、高齢福祉、児童福祉の
相談など皆さんの身の回りのことにつ
いていつでも相談を受け付けます。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

平
成
十
七
年
度

阿
久
比
町
消
防
団
人
事（
敬
称
略
）

平成１７年度阿久比町消防団入退
団式で新入団員宣誓を行う団員
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愛
知
万
博
の
開
幕
（
三
月
二
十
五
日
）

に
伴
い
、
来
日
中
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事

業
相
手
国
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ウ
ォ
ル
ト

ン
・
ナ
エ
ゾ
ン
商
工
業
雇
用
大
臣
は
じ
め

七
人
が
三
月
二
十
六
日
、
阿
久
比
町
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

阿
久
比
町
を
訪
れ
た
の
は
、
商
工
業
雇

用
大
臣
ウ
ォ
ル
ト
ン
・
ナ
エ
ゾ
ン
さ
ん
、

商
工
業
雇
用
省
次
官
ヘ
ン
リ
ー
・
ピ
カ
さ

ん
、
政
府
広
報
高
官
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ホ
ニ

マ
エ
さ
ん
、
商
工
業
雇
用
省
貿
易
部
長
代

理
ア
ト
キ
ン
・
フ
ァ
カ
ヤ
さ
ん
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
エ
キ
ス
ポ
委
員
会
副
委
員
長
ヘ
ン

リ
ー
・
コ
ガ
さ
ん
、
商
工
業
雇
用
省
投
資

委
員
会
委
員
長
代
理
リ
ネ
ッ
テ
ィ
・
ダ

ウ
ェ
ヤ
さ
ん
、
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
ス
タ
ッ

フ　

ジ
ェ
ニ
ー
・
バ
リ
レ
さ
ん
で
す
。

　

役
場
で
行
わ
れ
た
歓
迎
式
で
、
町
長
は

「
二
万
四
千
五
百
人
の
町
民
を
代
表
し
て

も
て
な
し
を
し
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
の
友

好
関
係
を
築
き
た
い
」
と
、
議
長
は
「
時

間
の
許
す
限
り
町
を
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。「
万
博
を
機
会
に
阿
久
比
町

と
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
新
し
い
友
好
の
歴
史

を
作
っ
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と

ナ
エ
ゾ
ン
大
臣
が
応
じ
て
い
ま
し
た
。

　

懇
談
の
中
で
大
臣
ら
は
、
万
博
開
幕
式

の
感
想
を
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
す
ば
ら
し

か
っ
た
。
自
然
の
叡
智
と
い
う
テ
ー
マ
は

と
て
も
重
要
。
世
界
全
体
で
大
切
に
し
て

い
き
た
い
テ
ー
マ
だ
」
と
話
し
、
阿
久
比

町
の
第
一
印
象
に
つ
い
て
は
「
農
業
が
進

ん
で
い
て
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
」
と
述

べ
、
七
月
十
三
日
に
行
わ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
デ
ー
に
つ
い
て
は
、「
ケ
マ
ケ
ザ
首
相
の

来
日
と
二
つ
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
ソ
ロ
モ
ン
の
伝
統
的
な
踊
り
を
披
露
す

る
」
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
終
了
後
一
行
は
、
町
内
に
あ
る

酒
蔵
や
農
業
施
設
な
ど
を
バ
ス
で
視
察
し
、

初
め
て
見
る
日
本
独
特
の
酒
造
り
や
、
ハ

ウ
ス
の
中
で
育
つ
野
菜
や
果
物
を
見
て
、

大
変
驚
い
た
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



役場で行われた歓迎式

町長とナエゾン大臣

ハウス栽培のイチゴを試食する
バリレさん（左）とダウェヤさん（右） 酒蔵で記念撮影

ソロモン諸島関係者から送られた記念品
などが役場玄関に展示してあります。
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●タンザニアの子どもたちのために

　阿久比高等学校インターアクトクラブの皆さんが、
３月１６日に名古屋港からアフリカ・タンザニアの子ど
もたちに学用品や衣類などの物資を贈りました。
　全校から集めた物資の中には、卒業生が残した
シューズなどもあり生徒や保護者で荷造りをして、貨
物船に積み込みました。物資はタンザニアの２つの学
校に配られる予定です。

阿久比高校インターアクトクラブと保護者の皆さん

●がんばります

　４月から青年海外協力隊員として２年間、シリアへ
勤務する大橋麻紀さん（大字卯坂）が３月２８日、町長
を表敬訪問しました。
　大橋さんはシリアで手工芸を教える勤務に就き、女
性の社会参加実現に向けて活動をするそうです。
　「今は何ができるのか分かりません。自分でできるこ
とを探して一生懸命がんばります」と笑顔で抱負を
語っていました。

町長室を訪れた大橋麻紀さん

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 
　

四
月
に
入
り
町
内
の
幼
稚
園
や
保

育
園
で
入
園
式
、
小
・
中
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
六
日
、
各
小
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
、
南
部
小
学
校
で
は
七
十

二
人
の
子
ど
も
た
ち
が
小
学
生
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
入
学
式
を
済
ま
せ
た
後
、

先
生
に
連
れ
ら
れ
て
さ
っ
そ
く
教
室

へ
。
子
ど
も
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
先

生
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声

で
元
気
よ
く
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

阿久比中学校入学式英保育園入園式

南部小学校１年生
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東
海
地
震
を
は
じ
め
、
大
規
模
地
震
災

害
な
ど
に
備
え
る
た
め
の
応
急
対
策
の
一

環
と
し
て
四
月
一
日
、
阿
久
比
町
は
デ
ン

ソ
ー
阿
久
比
製
作
所
と
災
害
発
生
時
に
お

け
る
資
機
材
置
場
に
関
す
る
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　

災
害
発
生
後
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
・

設
備
の
復
旧
の
遅
れ
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
を
は
じ
め
、
社
会
的
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
極
め
て
緊
急
性
を
要
し
ま
す
。

　

協
定
は
、
各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
の

応
急
復
旧
工
事
な
ど
、
緊
急
措
置
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
、
デ
ン
ソ
ー
阿
久
比
製

作
所
内
敷
地
の
一
部
を
、
災
害
時
に
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
復
旧
拠
点
の
資
機
材
置
場
と
し

て
借
用
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
の

調
整
を
図
り
、
発
災
前
の
応
急
対
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

�○
ガ　

ス

　

ガ
ス
の
使
用
中
に
感
震
器
が
大
き
な
地

震
を
感
知
す
る
と
、
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー

が
自
動
的
に
ガ
ス
を
遮
断
し
ま
す
の
で
安

災
害
発
災
後
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で
す
。

全
で
す
。
地
震
が
発
生
し
慌
て
て
ガ
ス
栓

を
閉
め
に
い
く
と
、
ケ
ガ
や
火
傷
を
負
い

ま
す
の
で
、
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
落
ち

着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水　

道

　

飲
料
水
の
備
蓄
は
最
低
一
人
三
リ
ッ
ト

ル
を
三
日
分
家
庭
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
水
は
風
呂
に
水
を
た
め
る
習
慣
が
大

切
で
す
。

○
電　

気

　

避
難
す
る
時
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

し
て
（
電
気
を
遮
断
し
て
）
お
き
ま
し
ょ

う
。
復
旧
後
に
電
力
会
社
が
送
電
し
、
家

屋
内
の
断
線
で
発
生
す
る
�
通
電
火
災
�

を
防
止
す
る
た
め
で
す
。

○
電　

話

　

地
震
で
受
話
器
が
外
れ
た
ら
、
元
に
戻

し
て
く
だ
さ
い
。
外
れ
た
ま
ま
で
は
通
話

中
と
同
じ
状
態
に
な
り
、
電
話
の
混
雑
を

回
避
す
る
た
め
で
す
。
家
族
や
親
戚
な
ど

と
の
連
絡
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑬ 

防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

新型はしご車で訓練
　３月１８日、半田消防署阿久比支署の
職員が新型はしご車を使って訓練を行
いました。
　町で一番高い１２階建てのマンション、
メイツ巽ヶ丘で訓練は行われ、実際に
はしごが最上階まで届くか確認をしま
した。
　消防士らは「今後も消火訓練や人命
救助の訓練を続け、いざという時のた
めに備えます」と決意を語っていまし
た。

「災害発生時における 
　　　　資機材置場に関する協定」 

デンソー阿久比製作所と結ぶ 

調印後に握手をする平松デンソー阿久比製作所長と町長
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持参するものこんなとき、届けが必要です

印鑑、転出証明書他市町村から転入してきたとき
国
保
に
入
る
と
き

印鑑、健保の資格喪失証明書他の健康保険をやめたとき

印鑑、保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

印鑑、出生証明書子どもが生まれたとき

世帯内に国保の加入者がいるときは、必ず国保の保険証を持参してください。

印鑑、保険証他市町村に転出したとき国
保
を
や
め
る
と
き

印鑑、国保と健保の保険証他の健康保険に加入したとき

印鑑、保護開始決定通知書、保険証生活保護を受けるとき

印鑑、死亡証明書、保険証死亡したとき

印鑑、保険証住所、世帯主、氏名などが変わったとき

そ　

の　

他

印鑑、身分証明書保険証をなくしたとき

印鑑、き損または、汚した保険証保険証をき損または、汚したとき

印鑑、保険証、在学証明書修学のため、他市町村で下宿などをするとき

印鑑、保険証長期の旅行や出張をするとき

印鑑、保険証、年金証書退職者医療制度の対象となったとき

国民健康保険 国民健康保険 こんなときは必ず届け出を 異
動
異
動
の
届
け
届
け
出
は 

　
　
　
　
十
四
日
以
内

　
　
　
　
十
四
日
以
内
に 
異
動
異
動
の
届
け
届
け
出
は 

　
　
　
　
十
四
日
以
内

　
　
　
　
十
四
日
以
内
に 
異
動
の
届
け
出
は 

　
　
　
　
十
四
日
以
内
に 

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
は
、
上
表

の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
十
四

日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
国
民
健

康
保
険
税
は
資
格
取
得
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
課
税
さ
れ
、
保
険
証
が
な
い
の
に
受
診

す
れ
ば
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

喪
失
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
国
民
健

康
保
険
の
資
格
が
な
い
の
に
保
険
証
が
手

元
に
あ
る
た
め
、
う
っ
か
り
そ
れ
を
使
っ

て
診
療
を
受
け
る
人
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
療

費
は
、
後
で
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　　

療
養
中
の
人
が
国
民
健
康
保
険
か
ら
他

の
健
康
保
険
な
ど
へ
、
他
の
健
康
保
険
か

ら
国
民
健
康
保
険
へ
異
動
し
た
と
き
は
、

医
療
費
を
支
払
う
保
険
者
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
病
院
な
ど
で
発
行
し
て
い
る

診
察
券
だ
け
で
受
診
す
る
の
で
は
な
く
、

新
し
い
保
険
証
を
併
せ
て
提
示
し
、
保
険

証
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

□
保
険
課
国
保
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
１
４
・
２
１
６
）

 
異
動
後
の
受
診

　

身
体
障
害
や
知
的
障
害
に
つ
い
て
の
悩

み
や
問
題
を
次
の
皆
さ
ん
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
訪
問
相
談
を
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
身
体
障
害
に
つ
い
て

愛
知
県
身
体
障
害
者
相
談
員

　

村
松
こ
ず
ゑ　

福
住
字
石
亀
坂
１
‐
７

　
　
　
　
　
　
　

�（
４
８
）５
１
２
７

阿
久
比
町
身
体
障
害
者
相
談
員　
　

　

東
部
地
区　

舟
橋
直
子　

　
　
　
　
　
　

宮
津
字
山
田
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

�（
４
８
）３
５
５
２

　

英
比
地
区　

新
美
昭
吾

　
　
　
　
　
　

卯
坂
字
四
反
田　
３５

　
　
　
　
　
　
　

�（
４
８
）０
３
５
１

　

草
木
地
区　

濱
嶋
と
き
江　

　
　
　
　
　
　
　

草
木
字
草
砂
子　
２９

　
　
　
　
　
　
　

�（
４
８
）３
９
６
１　

　

南
部
地
区　

太
田
万
三

　
　
　
　
　
　

矢
高
字
西
長
光
寺
８
‐
１

　
　
　
　
　
　
　

�（
４
８
）６
６
０
８

〇
身
体
障
害
者
相
談
日

　

平
成
十
七
年
七
月
八
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

十
月
七
日（
金
）

　

平
成
十
八
年
一
月
十
日（
火
）

　

会
場　

役
場
南
館
応
接
室
（
一
階
）

　

時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時

◎
知
的
障
害
に
つ
い
て

愛
知
県
知
的
障
害
者
相
談
員

　

小
島
保
夫　

白
沢
字
南
石
根
１
‐　
３７

　
　
　
　
　
　
　

�（
４
８
）７
２
４
０

＊　

障
害
者
相
談
員
は
、
必
要
な
助
言
・

指
導
を
行
い
、
障
害
者
の
地
域
活
動
の
推

進
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）　

身
体
障
害
者

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介
紹
介 

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介 
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マママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

親
子
教
室
を
開
催

平成１６年度不審者・変質者出没地点、交通事故発生地点

阿久比町小中高等学校生徒指導推進連絡協議会

　阿久比町内の各学校（東部小・英比小・草木小・南部小・阿久比中・阿久比高）から報告のあった「不審
者・変質者」の出没地点および「交通事故」の発生地点それぞれの月別件数をまとめました。地域内の危険
な場所に目を配り、地域全体で子どもたちの安全を守る環境をつくっていきましょう。

不審者・変質者出没件数

計３ 月２ 月１ 月１２ 月１１ 月１０ 月９ 月８ 月７ 月６ 月５ 月４ 月

３０ 件０ 件０ 件０ 件３ 件２ 件４ 件３ 件１ 件６ 件６ 件５ 件０ 件

交通事故発生件数

計３ 月２ 月１ 月１２ 月１１ 月１０ 月９ 月８ 月７ 月６ 月５ 月４ 月

１４ 件１ 件１ 件０ 件０ 件１ 件０ 件０ 件３ 件１ 件２ 件１ 件４ 件

地域全体で子どもたちを
守りましょう

草木小 

阿久比中 

阿久比高 

英比小 

南部小 

東部小 

●…不審者・変質者出没地点　　　　　■…交通事故発生地点



広報あぐい　２００５年４月１５日号

15

　

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
と
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
自
主
企
画
に
よ
る
学
習
活
動
を
支

援
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
習
機
会
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。

□
費　

用

　

一
講
座
当
た
り
講
師
費
用
と
し
て
五
万

円
を
限
度
と
し
て
負
担
し
ま
す
。
受
講
料

と
施
設
使
用
料
は
原
則
無
料
で
す
が
、
そ

の
他
の
必
要
経
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

□
対
象
者

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
（
申
請
者
は
成
人

の
方
に
限
り
ま
す
）

□
募
集
講
座　

五
講
座

□
応
募
期
間

　

五
月
六
日（
金
）ま
で

□
規
模
な
ど

　

集
合
学
習
方
式
で
一
講
座
十
人
以
上
、

学
習
時
間
は
一
回
に
つ
き
二
時
間
程
度
で

五
回
以
上
と
し
ま
す
。

□
開
設
時
期

　

平
成
十
七
年
七
月
か
ら
平
成
十
八
年
三

月
ま
で

□
会　

場　

町
内
の
公
共
施
設

□
申
込
方
法

　

一
緒
に
学
習
す
る
人
を
五
人
見
つ
け
、

社
会
教
育
課
（
公
民
館
係
）
へ
開
設
申
請

を
し
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
審
査
後
、
広

報
あ
ぐ
い
な
ど
で
講
座
参
加
者
を
募
集
し
、

十
人
以
上
に
な
っ
た
ら
活
動
で
き
ま
す
。

□
学
習
内
容
の
領
域

�
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
関
す
る
こ
と

（
地
域
づ
く
り
・
人
間
関
係
・
人
権
教
育
・

環
境
浄
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）

�
青
少
年
、
女
性
教
育
や
家
庭
生
活
に
関

す
る
こ
と

（
家
庭
生
活
・
子
育
て
・
消
費
生
活
・
女

性
問
題
な
ど
）

�
国
際
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
国
際
情
報
・
異
文
化
理
解
・
国
際
交
流
・

語
学
な
ど
）

�
安
全
・
健
康
に
関
す
る
こ
と

（
食
品
公
害
・
健
康
・
医
学
・
緑
化
問
題

な
ど
）

�
教
養
・
情
操
の
育
成
に
関
す
る
こ
と

（
芸
術
芸
能
・
文
学
歴
史
・
音
楽
・
自
然

科
学
な
ど
）

※　

趣
味
的
な
も
の
や
政
治
・
宗
教
に
関

す
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
６
０
・
２
６
１
）

マママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座
を

始
め
ま
せ
ん
か

�□
日　

時　

五
月
十
七
日
・
七
月
十
二
日
・

九
月
十
三
日　

い
ず
れ
も
火

曜
日　

午
前
十
時
〜
午
前
十

一
時
半

□
回　

数　

三
回

□
場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

二
階
集
団
指
導
室　

他

□
対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
親

二
〇
組
（
先
着
順
）

□
内　

容　

親
子
で
の
い
ろ
い
ろ
な
遊
び

□
参
加
費　

一
家
族　

一
回
二
百
円

□
講　

師　

中
日
こ
ど
も
会
講
師

　
　
　
　
　

山
崎　

治
美　

先
生

�□
日　

時　

五
月
十
二
日
〜
十
一
月
十
日

の
毎
週
木
曜
日
（
八
月
は
休

み
）
午
前
十
時
〜
午
前
十
一

時
四
十
五
分

□
回　

数　

二
十
回

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
一
〇
三
号

□
対　

象　

平
成
十
四
年
四
月
二
日
〜
平

成
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
と
そ
の
親

十
五
組
（
先
着
順
）　

※　

第
一
子
の
子
ど
も
を
優
先

□
内　

容　

も
の
づ
く
り
・
親
子
遊
び
・

野
外
活
動
で
仲
間
づ
く
り

□
参
加
費　

一
家
族 
四
千
円

□
指　

導　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

親
子
教
室
を
開
催

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
を
開
催

□
日　

時　

五
月
十
三
日
〜
七
月
十
五
日

　
　
　
　
　

の
毎
週
金
曜
日　

午
後
三
時

半
〜
午
後
四
時
半

□
回　

数　

十
回

□
場　

所　

中
央
公
民
館
南
館
ホ
ー
ル

□
対　

象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
親

二
十
組
（
先
着
順
）

□
内　

容　

親
子
で
体
操
を
し
て
楽
し
む

□
参
加
費　

一
家
族 
二
千
円

□
講　

師　

サ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ズ

　
　
　
　
　

川
元　

照
子　

先
生

い
ず
れ
も

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

□
申
込
期
間

　

四
月
二
十
五
日（
月
）〜
五
月
九
日（
月
）

※　

先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
。（
町
内
在

住
者
を
優
先
し
ま
す
。）

親
子
体
操
教
室
を
開
催

地域全体で子どもたちを

昨年の親子教室
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第
十
四
番
札
所
の
福
住
地
区
興
昌
寺
に

着
い
た
。

　

ま
ず
目
に
つ
い
た
の
は
、
山
門
に
向

か
っ
て
左
側
に
あ
る
行
者
堂
だ
。

　

こ
こ
に
は
知
多
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場

を
開
い
た
、
福
住
出
身
の
岡
戸
半
蔵
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
り
っ

ぱ
な
業
績
を
残
し
た
人
物
が
い
た
か
と
思

う
と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。

　

山
門
を
く
ぐ
っ
て
境
内
に
入
っ
た
。
右

手
に
は
立
派
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
っ
た
。

（
樹
齢
一
五
〇
年
く
ら
い
に
な
る
そ
う
だ

が
、
一
五
〇
年
で
あ
れ
だ
け
立
派
に
な
る

と
は
驚
い
た
）

　

納
経
所
の
あ
る
庫
裡
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴

ら
し
た
。
若
い
�
お
っ
さ
ん

�

�

�

�

�
が
出
て
き

て
く
れ
た
。「
御
納
経
」
に
朱
印
を
し
て
も

ら
い
少
し
話
を
聞
い
た
。

　
「
寺
に
ま
つ
わ
る
何
か
面
白
い
話
は
な

い
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
今
日
は
住
職

が
留
守
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
副
住
職
で

す
の
で
詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
け
れ
ば
後

日
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
前
置
き
し
た
後

に
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

「
こ
の
寺
に
は
、
も
と
も
と
福
住
地
区
の

縣
神
社
に
あ
っ
た�
か
わ
ず
の
面
�（
能
面
）

を
預
か
り
大
事
に
箱
に
入
れ
て
保
管
し
て

あ
る
の
で
す
が
、
平
成
六
年
七
月
の
大
渇

水
の
際
、
地
区
の
人
た
ち
に
昔
か
ら
雨
乞

い
に
使
わ
れ
た
面
を
開
帳
し
、
祈
祷
し
て

も
ら
い
た
い
と
住
職
に
依
頼
が
あ
り
、
開

帳
し
て
本
堂
に
供
え
「
大
般
若
」
を
あ
げ

た
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
日
の
夕

方
、
少
し
雨
が
降
り
ま
し
て
ね
。
そ
れ
か

ら
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
の
日
か
ら
住
職

が
高
熱
を
出
し
て
、
三
日
間
寝
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
住
職
は
「
わ
し
が
犠
牲
に

な
っ
た
の
か
な
あ
」
と
首
を
か
し
げ
て

笑
っ
て
い
ま
し
た
」

　

世
の
中
に
は
本
当
に
科
学
で
は
証
明
で

き
な
い
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
な
あ

と
感
じ
た
。

朱印を押す前田副住職

境内西側にある弘法堂
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本
堂
横
の
観
音
堂
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。

天
井
を
見
上
げ
る
と
格
天
井
に
な
っ
て
い

て
正
方
形
に
仕
切
ら
れ
た
枠
の
中
に
は
、

人
や
動
物
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

観
音
堂
の
正
面
中
心
に
は
如
意
輪
観
音

坐
像
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
脇
に
は
三
十
三

観
音
菩
薩
像
が
並
ん
で
い
た
。
三
十
三
の

そ
れ
ぞ
れ
違
う
顔
を
し
た
観
音
菩
薩
は
、

ど
の
顔
も
み
な
優
し
い
顔
立
ち
で
あ
っ
た
。

　

弘
法
堂
に
手
を
合
わ
せ
た
後
、
境
内
を

出
る
こ
と
に
し
た
。
山
門
に
立
ち
止
ま
り

振
り
返
っ
て
一
礼
を
し
て
興
昌
寺
を
後
に

し
た
。

　

次
に
第
十
五
番
札
所
坂
部
地
区
の
洞
雲

院
に
向
か
っ
た
。

　

福
山
川
沿
い
を
西
に
向
か
っ
て
歩
い
た
。

川
沿
い
の
土
手
に
、
黄
色
い
花
を
咲
か
せ

た
�
菜
の
花
�
が
よ
く
目
に
付
い
た
。

　

英
比
小
学
校
近
く
の
英
比
音
橋
を
通
り

か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
耕
運
機
を
運
転
す

る
人
と
す
れ
ち
が
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
田
を

耕
す
季
節
。
冬
眠
か
ら
目
を
覚
ま
し
た
カ

エ
ル
た
ち
が
こ
の
辺
り
で
�
合
唱
�
を
始

め
る
日
も
近
い
。

　

次
回
は
洞
雲
院
で
す
。

興昌寺に保管されている
半蔵ゆかりの『馬のあぶみ』
※鞍の両脇にさげ騎者の足をふみかけ
る馬具

名鉄 
坂部駅 

ふれあいの森 

草木川 

阿久比 
I C

洞雲院 

阿
久
比 

町
役
場 

英比小 
興昌寺 

至
東
浦 

阿
久
比
板
山 

路
道
島
半
多
知

15
14

Ｎ 

安楽寺 13

観音堂の天井に描かれた絵

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
福
住
に
生
ま

れ
る
。

　

妻
と
子
ど
も
を
亡
く
し
途
方
に
暮
れ
、

荒
古
の
阿
弥
陀
堂
に
こ
も
る
日
が
続
い
た

が
、
亡
く
な
っ
た
妻
子
の
菩
提
を
と
む
ら

う
た
め
に
、
諸
国
巡
礼
の
旅
に
出
る
。

　

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
古
見
妙
楽

寺
の
亮
山
上
人
と
出
会
い
、
知
多
四
国
霊

場
の
開
創
を
決
意
し
て
、
田
畑
を
売
り
払

い
資
金
を
作
る
。

　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
四
国
の
武

田
安
兵
衛
が
加
わ
り
、
三
人
で
札
所
勧
誘

の
た
め
霊
場
と
な
る
寺
々
へ
向
か
う
。

　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
八
十
八
カ
所

の
制
定
を
完
了
し
て
弘
法
大
師
像
の
開
眼

供
養
を
す
る
。
こ
の
年
、
古
布
村
（
美
浜

町
）
誓
海
寺
で
亡
く
な
る
（
七
三
歳
）

  
圓
通
山 

興
昌
寺

　

本
尊
は
釈
迦
如
来
で
曹
洞
宗
に
属
す

る
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
桶
狭
間
の
戦
い
（
文

禄
三
年
＝
一
五
六
〇
）
の
五
月
十
九
日
、

織
田
信
長
が
今
川
義
元
を
奇
襲
し
て

討
っ
た
と
き
、
今
川
勢
の
部
下
岡
戸
祢

宜
左
衛
門
が
福
住
に
住
み
、
亨
隠
慶
泉

大
和
尚
を
迎
え
て
開
山
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

知多四国 
八十八カ所 

創始者 

行者堂に置かれている岡戸半蔵行者立像
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平成１７年度　子育て支援 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

折り紙遊びほか４８－６６０３南部保育園９日（月）

小麦粉粘土ほか４８－５００２宮津保育園１０日（火）

春 の 散 歩 ほ か４８－２９８６北原保育園１０日（火）

散 歩 ほ か４８－５００１城山保育園１１日（水）

砂 場 遊 び ほ か４８－８８１２東部保育園１２日（木）

砂 場 遊 び ほ か４８－０９０３草木保育園１７日（火）

手作り楽器遊びほか４８－０５０４中部保育園１９日（木）

散 歩 ほ か４８－０１４９英 保 育 園２４日（火）

� � � � � � � � 	 �����

　３月のごみの収集状況を見てみると、前年と比較して燃えるごみが２％減少し、燃
えないごみは３％増加しました。また資源ごみはほぼ同量でした。
　ごみは必ず分別し、引き続きごみの減量とリサイクルにご協力くださいますようお
願いします。

合　計廃プラペットボトル雑びん生きびんアルミ類スチール類布　類紙　類
１６３,５３１㎏１９,０８０㎏２,８８２㎏１９,３８０㎏１,７６４㎏２,３７５㎏６,４２０㎏１,９２０㎏１０９,７１０㎏平成１６年３月
１６２,８６５㎏１９,３００㎏３,３１１㎏１６,８１２㎏１,４３７㎏２,４０５㎏６,６４０㎏１,６００㎏１１１,３６０㎏平成１７年３月
１００％１０１％１１５％８７％８１％１０１％１０３％８３％１０２％前年比

平成１６年３月
３７４.２４t　

平成１７年３月
３６６.７２t　

前年比９８％

平成１６年３月
１６.６１t　

平成１７年３月
１７.０６t　

前年比１０３％

燃えないごみ収集量燃えるごみ収集量

資源ごみ収集量

環境衛生課（内３１７）

　

町
内
八
保
育
園
（
草
木
・
北
原
・
英
・

城
山
・
宮
津
・
東
部
・
中
部
・
南
部
保
育

園
）
で
は
、
未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安

心
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
「
な
か
よ
し

広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※
育
児
相
談
は
、
毎
回
各
園
で
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

五
月
十
七
日（
火
）草
木
保
育
園

　

五
月
二
十
四
日（
火
）英
保
育
園

①「チョチチョチ」 

④「とっとのめ」 ⑤「おつむ てんてん てんてん」 

②「アワワ」 ③「かいぐり かいぐり」 

心地よいふれあいを 心地よいふれあいを かいぐり 
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　毎年日本全国で亡くなる人の
３０％以上が、がんという結果がで
ています。阿久比町の統計では死
因の２５．８％が、がんによる死亡と
なっています。（平成１５年）
　「がんは怖い病気だ」「がん＝
死」と考えている人はまだまだ多
いでしょう。しかし「がんは治る」
時代になっています。早期に発見
できれば、胃がんでも子宮がんで
も９０％以上は治ります。
　発がん物質などによる刺激で、
すぐに正常細胞ががん化すること
はありません。その後さまざまな
刺激が加わると、やがてがん細胞
となり、その数が増えて「がん」
となります。
　がん細胞は正常な細胞が狂った
細胞に変身したものです。そのた

め、外敵に対して起こるような激
しい反応が現われにくいのです。
特に早期がんの段階や、ひどく進
行したがんの場合でも病原菌に感
染したときのように発熱・痛み・
吐き気などの症状はほとんどあり
ません。
　発見が早ければ早いほど治る割
合も高くなります。最近では検査
技術が発達し早期の小さながんで
も的確に発見できるようになりま
した。
　がんの最大の原因は細胞の老化
です。バランスのとれた食事を心
がけ、頭と体をリフレッシュさせ
て若さを保つことが最も大切なが
ん予防の基本なのです。
　阿久比町ではがん検診を実施し
ています。現在は「自分は健康だ」
と思っている方もこの機会に体の
総点検することを薦めます。

TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

がんを防ぐための
１２カ条

１ バランスのとれた栄養を取る
２ 毎日、変化のある食生活を
３ 食べ過ぎをさけ、脂肪は控え
めに

４ 酒はほどほどに
５ たばこを吸わないように
６ 食べ物から適量のビタミンと
繊維質のものを多く取る

７ 塩辛いものは少な目に。あま
り熱いものはさましてから

８ 焦げた部分は避ける
９ かびのはえたものに注意
１０ 日光に当たりすぎない
１１ 適度にスポーツをする
１２ 体を清潔に

がんという病気

がん検診 年に１度は受診しましょう
定　　員料　　金対　　象受付時間実 施 日種　　別

胃がん　　１００人
大腸がん　１００人
前立腺がん１００人

胃がん　 １０００円
大腸がん　５００円
前立腺がん６００円

胃がん・大腸がん
４０歳以上

前立腺がん　５０歳以上
９：００～１１：００

８月２日（火）
１１月２１日（月）
１月１９日（木）

胃がん
大腸がん
前立腺がん

乳がん　 ７０人
子宮がん１００人

乳がん　 １２００円
子宮がん　７００円

乳がん　　　４０歳以上
子宮がん　　２０歳以上

９：００～１１：００
１３：００～１４：２０

５月１９日（木）
６月２８日（火）
１０月１９日（水）
１月２４日（火）

乳がん
子宮がん

乳がん　 ７０人
子宮がん１００人
骨密度　 ８０人

乳がん　 １２００円
子宮がん　７００円
骨密度　 １０００円

乳がん　　　４０歳以上
子宮がん・骨密度

２０歳以上

９：００～１１：００
１３：００～１４：２０

８月７日（日）
９月２１日（水）

乳がん
子宮がん
骨密度

乳がん　 ３５人
子宮がん ５０人
骨密度　 ４０人

乳がん　 １２００円
子宮がん　７００円
骨密度　 １０００円

乳がん　　　４０歳以上
子宮がん・骨密度

２０歳以上
９：００～１１：００１１月１６日（水）

乳がん
子宮がん
骨密度

＊乳がん検診の検査は乳房を機械で挟んでレントゲンをとります ｡
　そのため多少痛みを伴うことがありますのでご了承ください ｡
　豊胸術を受けた方はこの検査はできません ｡
＊各がん検診は、年に１回ずつしか受けられません。
＊前立腺がん検診は血液検査です。
＊５月１９日（木）午前受付の乳がん検診は締め切りました。

＊定員になり次第締め切ります　＊７０歳以上は無料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
住
民
検
診
　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

　
■■場  
南
部
小
学
校

■
住
民
検
診
　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

　
■■場  
南
部
小
学
校

■
住
民
検
診
　
　
　
■
住
民
検
診（
ナ
イタ
ー
）

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０
　
■■時  
１６
：０
０
～
１９
：０
０

　
■■場  
白
沢
区
民
館
　
　
■■場  
保
健
セ
ン
タ
ー

■
れ
ん
げ
の
会

　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
英
比
小
学
校
体
育
館

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
運
動

の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
住
民
検
診
　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

　
■■場  
草
木
小
学
校

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１６
年
１０
月
１２
日

　
　
　
　
　
～
１１
月
８
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
１
月
１３
日

　
　
　
　
～
平
成
１７
年
２
月
１０
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
住
民
検
診
　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

　
■■場  
東
部
小
学
校

■
乳
・
子
宮
が
ん
検
診

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

　
　
１３
：０
０
～
１４
：２
０

　
■■対  
申
込
者

■
住
民
検
診
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■場  
高
根
台
集
会
所

■
住
民
検
診（
ナ
イ
タ
ー
）

　
■■時  
１６
：０
０
～
１９
：０
０

　
■■場  
保
健
セ
ン
タ
ー

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１５
年
１０
月
２０
日

　
　
　
　
　
～
１１
月
１７
日
生
ま
れ

■
住
民
検
診
　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

　
■■場  
英
比
小
学
校

■
献
血

　
■■時  
９
：３
０
～
１２
：０
０

　
　
１３
：０
０
～
１６
：０
０

　
■■場  
モ
ン
マ
ル
シ
ェ

■
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１７
年
１
月
～
２
月
生
ま
れ

■
２
歳
児
歯
科
健
診
　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１５
年
４
月
～
５
月
生
ま
れ

■
れ
ん
げ
の
会
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１６
年
５
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１４
年
４
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク
結
果
説
明
会

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
６
日（
金
） 午
前
中
の
み
・
１３
日（
金
）・
２０
日（
金
）・
２７
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

診
療
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

１
日
�
 竹
内
整
形
外
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 萩
字
新
川
３５

  
�
４７
－
１２
７５

３
日
�
 於
大
ク
リ
ニ
ッ
ク
阿
久
比

 宮
津
字
西
森
下
１４
－
１

  
�
４９
－
３８
１１

４
日
�
 ち
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 阿
久
比
字
東
向
山
６
-２
９

  
�
４８
－
６３
００

５
日
�
 ハ
ー
ブ
内
科
皮
フ
科

 横
松
字
宮
前
６７

  
�
４８
－
９０
７４

８
日
�
 高
津
耳
鼻
咽
喉
科

 白
沢
字
天
神
裏
４１
－
２

  
�
４９
－
２５
２５

１
５
日
�
 東
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

 福
住
字
高
根
台
１１
－
６

  
�
４８
－
５５
５１

２
２
日
�
 山
田
内
科

 草
木
字
平
井
堀
３

  
�
４８
－
３７
３７

２
９
日
�
 飯
塚
医
院

 福
住
字
六
反
田
１
－
９

  
�
４８
－
２１
３１

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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　２００１年に公布された「子どもの読書活動推進法」により、４月２３日は「子ども読書の日」
と制定されています。
　図書館には、子どもたちにお薦めの絵本や児童書がたくさんあります。
　また、毎週土曜日・日曜日と祝日に行うおはなし会をはじめ、７月のおたのしみ会や
映画会、２月の親子講座など、家族で楽しめる行事を開催しています。

５月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

７�６５４３�２１

１４�１３�１２�１１�１０�９８

２１２０１９１８１７�１６１５

２８２７２６２５２４�２３２２

☆☆☆☆�３１�３０２９

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

４ 月 23  日 は 「 子 ど も 読 書 の 日 」 ４ 月 23  日 は 「 子 ど も 読 書 の 日 」 

『新シルクロードの旅
 第１巻　楼蘭・トルファンと河西回廊
 楼蘭王国の謎を探り、葡萄のオアシスを歩く』

ＮＨＫ取材班　監修
『奪還　第二章　終わらざる闘い』

蓮池　透　著
『実践！個人情報保護』
個人情報保護法研究プロジェクト著
『「厄年」はある！』

島田　裕巳　著

『古武術・剣術がわかる事典
 これで歴史ドラマ・小説が楽しくなる！』

牧　秀彦　著
『銀座開化事件帖』

松井　今朝子　著
『夢の架け橋』

橋　幸夫　著
『アメリカ一国支配の終焉』

高木　勝　著
『わが愛しきパ・リーグ』

大倉　徹也　著

　明治３８年、名古屋市近郊に誕生し
た瀬戸線。名古屋城のお堀を走り、
生活空間を縫うようにして行く姿に、
人々は親しみと期待を込めて「せと
でん」と呼んだ。未発表の貴重な写
真をまじえ、多彩な車両を紹介。『せとでん『せとでん１００１００年』年』

山田 司・鈴木 裕幸 著山田　司・鈴木　裕幸　著

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『しまうまのさんぽ』
Ｕ．Ｇ．サトー　作

『セシルの魔法の友だち』
ポール・ギャリコ　作

太田　大八　絵

『ワン　ホット　ペンギン』
Ｊ・リックス　作

むかい　ながまさ　絵
『ウッラの小さな抵抗』
インゲ・クロー　作／杉田　幸子　絵

　おしゃれをしてお茶会に出掛けた
ダンデライオン。ところが、おしゃ
れをしすぎて誰だかわかってもらえ
なくて・・・。
おしゃれって何だろう。世界の子ど
もたちに愛され続けてきた物語の待
望の日本語版。

『ダンデライオン』『ダンデライオン』
ドン・フリーマン 作ドン・フリーマン　作

★阿久比朴同好会作品展
　２４日（日）まで
★萌の会絵画作品展
　４月２８日（木）～５月１５日（日）

�������

２００５　こどもの読書週間
｢コノ星ニハ　本ガアル ･･･。｣
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対
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務

□
募
集
人
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一
人
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務
期
間

　

平
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十
七
年
六
月
一
日
〜
平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日
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）
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）
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限

　

四
月
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十
八
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木
）
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・
問
い
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せ
先

　

住
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�宮
津
初
老
辰
巳
会
様

　

東
部
小
学
校
へ
大
型
絵
本
「
か
わ
い
そ

う
な
ぞ
う
」
一
冊
を
ご
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付
い
た
だ
き
ま
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海
信
用
金
庫
役
職
員
一
同（
碧
友
会
）様

　

阿
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比
町
へ
車
椅
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二
台
を
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だ
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ま
し
た
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□人権・行政・心配ごと相談

　１９日（木）
　　　場所：中央公民館本館
　　　時間：午前９時半～午前１１時半

　２４日（火）
　　　阿久比郵便局　２階
　　　時間：午前９時半～午前１１時半

□無料法律相談（事前に予約が必要）

　１９日（木）
　　　場所：中央公民館本館
　　　時間：午後１時～午後４時

※問い合わせ先　住民福祉課（４８）１１１１（内３０１）

車椅子の目録を助役に手渡す碧海信用金庫職員の皆さん

今今月月のの納納税税

固定資産税　　全・１期分

都市計画税　　全・１期分

納期限は５月２日（月）です

　３月２２日、土地改良功労で愛知県知事表彰
を受けた阿久比南部土地改良区理事長　青木
安夫さん（大字矢高）が、町長室へ受賞の報
告に訪れました。
　青木さんは、長年にわたり土地改良事業の
推進と運営に貢献されたことが認められ今回
の受賞となりました。
　「私ひとりでは何もできません。皆さんが協
力をしてくれたおかげです」と表彰状を手に
して語っていました。

土地改良事業に貢献
　　　青木安夫さん知事表彰
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Information

～メッセージ～
　面倒見が良い菜々美。
　弟の広樹もお姉ちゃんが大好き。これから
も仲良くしてね。
竹内　辰幸・千里夫婦の

　　　　 菜  々   美 ちゃん（写真左）
な な み

（平成１４年４月７日生）　　　

　　　　 広  樹 くん（写真右）
こう き

（平成１６年９月７日生）　　　

　苗代句会が「合同句集」を発行しました。
　中央公民館本館のロビーで読むことができますの
で希望の方はどうぞ。

□問い合わせ先　社会教育課公民館係
�（４８）１１１１（内２６１）
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～メッセージ～
　姉妹仲良く、育っていってね。
大岡　厚・真由美夫婦の

　　　 沙  南 ちゃん（写真右）
さ な

（平成１４年５月７日生）　　　

　　　 留  梨 ちゃん（写真左）
る り

（平成１６年１１月４日生）　　　
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ほたるの幼虫観察会 

４月２１日（木）、２２日（金） 
午後６時半～午後８時 

ふれあいの森 
　  ホタル養殖場・観察室 

と　き と　き 

ところ ところ 

ほたるの幼虫観察会 

広
報　

あ 
ぐ 
い

884

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

3月　救急・火災

交通事故　　１５
急　　病　　６８
そ の 他　　２８

建　物　 ５
車　両　 ０
その他　 ０

救急　　　 １１１ 火災　　　５
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　ふれあいの森「ホタル養殖

場」で育てた、ヘイケボタル

の幼虫が水の中で発光する、

幻想的な姿を観察できます。

　皆さん、あまり知られてい

ないほたるの幼虫の姿をぜひ

見に来てください。

管
理
棟 こ　こ 

▲

ふれあいの森案内図 ▲


